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愛媛県肱川で得られたタネハゼ 
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種の記録 

Gobiidae ハゼ科 

Callogobius tanegasimae (Snyder, 1908)  

タネハゼ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館魚類標本（TKPM-P）27267． 

全長50.0 mm．標準体長35.5mm．採集年月日：2023年7

月18日．採集場所：愛媛県大洲市長浜町下須戒 肱川大

和橋下流（33.3544 N，132.2946E）．採集方法：タモ網． 

種の特徴 

体は細長く，頭部に縦横に走る多数の皮褶がある．胸鰭

と尾鰭が長く，尾鰭の後縁が尖る．第 1背鰭 6棘，第2背

鰭 1棘 15軟条，臀鰭 1棘 12軟条． 

備考 

標本個体の上記の特徴は明仁ほか（2013）および瀬能ほ

か（2021）のタネハゼの特徴に一致したため，本種と同定

した．本種は黒潮の影響を受ける沿岸に広く分布する

が，瀬戸内海からの標本による記録は，大阪湾の泉州地

域沿岸および小豆島からのみである（波戸岡・花崎，

2017；井藤，2021；きしわだ自然資料 サイエンスミュージ

アムネット https://science-net.kahaku.go.jp/：2024年 11月 1

日参照）．本報告は瀬戸内海西部の伊予灘に流入する河

川からの標本に基づく初めての記録となる．本種は愛媛

県内では宇和海沿岸において，宇和島市の来村川から

1998 年に初めて記録され（水野，2000），以降確認地点

が増えており（辻󠄀，2015；辻󠄀・松田，2016），瀬戸内海沿岸

においても近年分布が拡大している可能性がある．  
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写真１ Callogobius tanegasimae タネハゼ （TKPM-P 27267） 

ISSN 2758-3171 南予生物研究会 
–since 1984– 

ISSN 2758-3171 


